
中間答申案の主な変更点

１　章立ての修正

中間答申案（従来） 中間答申案（今回）

第１章　はじめに 第１章　はじめに

第１節　計画策定の趣旨 第１節　計画策定の趣旨

　１　計画の目指す姿

　２　福祉関連計画の一体策定について

第２節　計画の位置付け 第２節　計画の位置付け

　１　法令上の位置付け 　１　法令上の位置付け

　２　計画体系 　２　計画体系

第３節　計画の期間 第３節　計画の期間

第４節　計画の策定体制 第４節　計画の策定体制

１　市民意識調査等の実施 １　市民意識調査等の実施

２　住民懇談会の実施

３　市民説明会・パブリックコメントの実施 ２　市民説明会・パブリックコメントの実施

４　附属機関等における調査・審議 ３　附属機関等における調査・審議

第２章　基本理念 第２章　基本理念

１　基本的価値観

２　目的

第３章　基本目標 第３章　基本目標

第４章　施策の総合的な展開 第４章　施策の総合的な展開

第１節　施策の体系 第１節　施策の体系

第２節　施策一覧 第２節　重点事業群

第３節　重点施策 第３節　施策一覧

　１　重点施策を定めるに当たっての視点

　２　重点施策一覧

第５章　計画の推進に向けて 第５章　計画の推進に向けて

第１節　計画の推進体制 第１節　計画の推進体制

　1　市の責務

　２　市民の役割

　３　事業者の役割

第２節　計画の評価方法 第２節　評価体制

　1　この計画及び実施計画の評価

資料 資料

第１節　現状の整理 第１節　現状の整理

第２節　課題の整理 第２節　課題の整理

資料３



2 　計画体系の整理

中間答申案（従来）

中間答申案（今回）

　当初は、地域共生社会推進基本計画の対象者別計画の一部と位置付けておりま
したが、あいとぴあレインボープランの構成要素の一つとして、地域共生社会推進
基本計画と並列の計画と位置付けを変更しました。
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狛江市前期基本計画
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⑤地域における高齢者の福祉、障害者の福祉、児童の福祉その他の福祉に関し共通して取り組むべき事項

⑥包括的な支援体制の整備に関する事項

地域共生社会推進基本計画
連携・協働

④権利擁護支援に関すること

再
犯
防
止
推
進
計
画



３ 　概念の整理

P５
P６
P７～
P10～
P12～
P12～

①基本理念
②基本目標
③施策
④重点施策
⑤施策の将来像
⑥施策の方向性

◆第２回【資料２】地域共生社会推進基本計画中間答申案では、本計画内の概念と
して次の概念を使用していました。

※詳細は【資料３】狛江市再犯防止施策（案）参照

◆これらの概念の計画上の位置付けが明確でなかったことから、第１章第２節２
（３）に再犯防止推進計画の体系として下図のとおり、体系図を作成し、概念を整理
し、各概念の計画上の位置付けを明確にいたしました。（中間答申案P８参照）
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4 　施策の整理

◆整理の結果、下表の概念を本計画上使用することで整理いたしました。

◆整理した概念に基づき第３節　施策一覧（P15）のとおり、各施策を整理いたしま
した。

一人ひとりの状況に合わせた切れ目のない相談支援基本目標１：

施策 No. 施策 関連頁

１-１
在所 院 者 出所 院 者等への市 民間支援団体等の各種相談窓口の分（ ） 、 （ ） 、

かりやすい周知を推進します。
15

現状・課題

・福祉総合相談窓口を設置し、切れ目のない相談支援をしています （事業の実施状況）。

・ （ ） 、 （ ） 。在所 院 者 出所 院 者等及び再犯防止関係団体への福祉総合相談窓口の周知が必要です

（再犯防止関連団体調査より）

視点（※） 重点事業群

①本人の自己決定権の尊重

③一人ひとりに寄り添う支援

効果的な媒体による分かりやすい各種相談窓口の周知の推

進


